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２０２５年７月２９日  

第４回探究成果発表会(３月２４日) 

３月 24 日（月）に本校新体育館にて、第 4 回探究成果発表会を行いました。今年度は「タイ北部スタディ

ーツアー」、「五色沼スタディーツアー」、「福島スタディーツアー」、「学びの奨励基金生徒発表」、1 年生「緑の

探究Ⅰ」、2 年生「緑の探究Ⅱ」の成果発表を行いました。生徒の感想は「コミカルな発表、データに基づいた

化学的発表、聞き手の意識に訴えかける発表とさまざまであったので、聞いていてとても面白かった。特に福

島に関しては興味深くて、スタディーツアーに参加してみたくなった。」などがありました。今回の発表会を通

して学んだことを来年度以降の探究に活かしましょう！ 

【発表テーマ】 

1 

年 

「水の色と味の関係」 

「水の種類によって料理の味は変わるのか」 

「水中での情報伝達～イルカは海の詩人～」 

２

年 

「お弁当に潜む菌」 

「減らない若者の自殺 なぜ自ら命を絶つのか」 

「火山礫(れき)はキリンの床材に適切か？」 

 

横浜南地区探究的学習発表会（３月１２日） 

 ３月 12 日に県立横浜清陵高校で「横浜南地区探究的学習発表会」が行われました。本校から２年生（現３

年生）の池谷さん、川島さん、三浦さんが、「緑の探究Ⅱ」でフィールドワークを通じて調査をした「商店街

リベンジャーズ２ －高校生の私たちにできること－」のポスター発表を行いました。この研究は山手駅から 

本牧通りに至る大和町商店街のこれからについて考えるという内容です。３人は、大和

町商店街に何度も足を運び、地元との交流を通じて内側からの視点を育み、これからの

課題を商店街の皆さんと一緒に考えてきました。会場では多くの方から意見や質問をい

ただきました。 

令和６年度末

紹介号なり～ 

かながわ探究フォーラム（３月１６日） 

１年生１グループ、２年生２グループが、３月 16 日に横浜国立大学教育文化ホールで開催された「かなが

わ探究フォーラム 2025」に参加してきました。いずれも１年間の探究活動で優秀な成果を残し、校内で選

考されたグループです。事前の発表練習もしっかり積み、当日はそれぞれが堂々と発表をしてくれました。ま

た、普段見ることのできない県内外の SSH校の生徒の発表を聞いたり、スーパーバイザーの大学の先生方か

ら鋭い指摘をいただいたりと、今後に活きるたくさんの刺激を受けて帰ってきました。ぜひ今回の機会を今後

の探究活動に大いに活かしてほしいと思います！ 

【発表テーマ】 

・「水中での情報伝達」（１年生） 

・「アメリカネナシカズラによる寄生の実態調査」（２年生） 

・「従来の日傘より涼しい日傘を作れるのか」（２年生） 


